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本文書は、著作権法で保護されています。本文書の無断複写・転載
を禁じます。
この文書はオリジナル文書です。
本文書は細心の注意を払い作成されていますが。それでも、誤りが
含まれている場合があります。お気づきの点がございましたら、上
記の宛先までご連絡ください。

免責条項
不適切な保管または使用などに起因する故障に対し、Metrohm は一
切の保証の責任を負わないものとします。独断による製品の変更
(改造または拡張など) の場合も、それに起因する損傷およびその結
果に対し、メーカーはいかなる責任も負いません。Metrohm の製品
文書の取扱説明書および注意には厳密に従ってください。そうでな
い場合、Metrohm はいかなる責任も負わないものとします。
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1  概要

1.1  製品説明
IONIC Titrator は、コンパクトな容量滴定システムです。この IONIC
Titrator には、一つの装置にタッチセンサー付きカラーディスプレイ、
滴定ユニットおよび製品バージョンに応じてマグネチックスターラ
が統合されています。IONIC Titrator はコンパクトな構造なので、ス
タンドアローン滴定装置として使用することができます。
ハウジング上面には滴定容器を配置することができます。オプショ
ンのボトルホルダーを使用すれば、2 本のボトルをしっかりと配置
することができます。IONIC Titrator は、標準で 807 Dosing Unit およ
びそれに設置された Dosino Module と一緒に使用します。
溶液やセンサー、メソッドなどは内部メモリで管理することができ
ます。メソッドおよび測定のほか、全てのデータおよびシステム設
定を含むバックアップ コピーを作成することができます。USB コネ
クタを介してデータを USB スティックなどにエクスポートおよびイ
ンポートすることができます。さらに、USB/RS-232 Converter を介し
てプリンターまたは RS-232 装置を接続することができます。
IONIC Titrator は、ネットワーク接続を介して外部装置と接続するこ
ともできます。ネットワーク接続には、装置背面にある統合型イー
サネットコネクタか、WLAN または携帯電話を介した無線接続を使
用できます。ネットワーク接続を使用する利点は次の通りです:

￭ ネットワークプリンターでレポートを印刷します。
￭ 表示されたメッセージを E-メールで送信します。
￭ アプリを使って通知をスマートフォンに送信します。

1.2  製品のバリエーション
製品は以下のバリエーションで入手可能です：
ﾃｰﾌﾞﾙ  1 製品のバリエーション

製品番号 名称 バリエーションの特徴
2.1040.0010 IONIC Titrator マグネチックスターラ無し

2.1040.0020 IONIC Titrator マグネチックスターラ 1 台付き

その他の製品のバリエーションは Metrohm ウェブサイト をご覧く
ださい。
型式プレートには、製品を識別するための製品番号および製造番号
が記載されています：

https://go.metrohm.com/s/U7tbB
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1 (01) = GS1 標準に準拠した製品番号 2 (21) = 製造番号

3 (240) = Metrohm 製品番号 4 認証

5 技術データ 6 検査マーク

7 QR コード

1.3  本文書について
文書内で考えられる表現。

表示 意味
図解説のクロス・レファレンス
（図番号 - 図内の要素）

実行手順

メソッド パラメータ、メニュー項目、タブおよびダイアロ
グ

ファイル ▶ 新
規

メニューパス

[次へ] コマンドボタンまたはキー

説明テキストに関する追加情報

注記
グラフィックでは、オレンジ色の矢印またはフレ
ームは説明テキストの参照を示します。関連す
る要素をオレンジ色にすることも可能です。
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移動
グラフィックでは、青の矢印は移動方向を示しま
す。移動する要素を青色にすることも可能です。

1.4  詳細情報
次のページでは詳細な製品情報をご覧いただけます:

￭ Metrohm ウェブサイト https://www.metrohm.com – 製品ファミリ
ーに関する概要、PDF 型式の文書、付属品に関する情報、アプリ
ケーションに関する情報。

￭ IONIC ヘルプ https://go.metrohm.com/s/hjyKX – テーマごとにフィ
ルタリングされた個々のコンテンツ、動画説明、IONIC アプリに
関する情報。

1.5  付属品の表示
納入品目およびオプション付属品に関する最新情報は、Metrohm の
ウェブサイトにてご覧いただけます。

 

1 製品をウェブサイトでさがす
￭ https://www.metrohm.com を呼び出します。
￭ をクリックします。
￭ 検索フィールドに製品番号を入力し、[ENTER] を押します。

– 製品番号: 製品のバリエーション、1.2 章、1 ページ
￭ 結果一覧でご希望の製品をクリックします。
製品の詳細情報が表示されます。

 

2 付属品の表示
￭ 下にスクロールしてください (付属品は使用状況によって異

なります):
– 含まれている部品
– オプション部品

 

3 付属品リストをダウンロードします (含まれている部品および
オプション部品)

￭ をクリックして、付属品リストを PDF 形式でダウンロード
します。

Metrohm 推奨は、ダウンロードした PDF を参考資料として
保管しておくことです。

https://www.metrohm.com
https://go.metrohm.com/s/hjyKX
https://www.metrohm.com
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2  安全性

2.1  使用目的
IONIC Titrator は管理されたラボ環境での使用を想定して設計された
固定型分析装置です。主な使用範囲は分析ラボにおける容量滴定で
す。本製品は屋内での稼働にのみ適しており、爆発性雰囲気や火災
の危険がある環境では使用できません。
IONIC Titrator は、軍事目的やその他の許可されていない用途に使用
することはできません。安全が重視される環境での使用は想定され
ていません。これは特に、医療、医療技術、核技術、航空、宇宙航
空やそれに類する範囲に当てはまり、誤動作が生じると甚大な人的
損傷、環境損傷または物的損傷の原因となる可能性があります。

2.2  運営会社の責任
運営会社には以下の責任が課せられます：
￭ 適用される国、地域、および地方の規制の遵守。
￭ 製品の安全な取扱いについてのスタッフの指導。
￭ ユーザー文書に則った製品の取扱におけるスタッフの教育

(例えば設置、操作、清掃、エラーの解決など)。
￭ 作業安全性と事故防止についての基本的な規則に関するスタッ

フ。
￭ 個人用保護具 (例えば防護メガネ、手袋など) の準備。
￭ 作業を安全に行うための適切なツールおよび設備の準備。

製品の使用が認められるのは、状態に不具合のない場合のみに限り
ます。製品の安全な稼動を保証するためには、以下の措置が必要で
す：
￭ 製品の状態を使用前にチェックする。
￭ 欠陥や故障を直ちに修理する。
￭ 製品を定期的にメンテナンスし、掃除する。
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2.3  操作員の要件
製品を操作できるのは資格を有するスタッフに限られます。資格を
有するスタッフと見なされるのは、以下の条件を満たす人員です：
￭ 化学実験室のための作業安全性および事故防止についての基本

的な規則を熟知し、遵守している。
￭ 危険な化学物質の取り扱いに関する知識を有している。スタッ

フは、生じ得る危険性を認識して回避する能力を有している。
￭ 実験室の防火対策に関する十分な知識を有している。
￭ 安全に関する情報を有し、理解している。スタッフは製品を安全

に操作できる。
￭ ユーザー文書を読み、理解している。スタッフはユーザー文書の

指示に従って製品を操作する。

2.4  安全に関する注意事項
2.4.1  電圧による危険

電圧との接触は、重傷または死亡事故に繋がる恐れがあります。電
圧による危険を防ぐには、以下のことに注意してください：
￭ 製品は、状態に不具合のない場合にのみ操作します。ハウジング

も無傷でなければなりません。
￭ 製品は、カバーが取り付けられた状態でのみ使用できます。カバ

ーが損傷、あるいは欠損している場合は、製品を動力源から切断
し、地域のメトロームサービス代理店にご連絡ください。

￭ 電圧のかかるパーツ (例えば電源装置、電源コード、接続ソケッ
トなど) を湿気から保護してください。

￭ 電気部品のメンテナンス作業および修理は、毎回現地の Metrohm
サービス担当者に依頼してください。

￭ 以下のいずれかの状況が発生した場合は、製品を直ちに電源から
切り離してください：

– ハウジングが損傷している、もしくは開いている。
– 電圧のかかるパーツが損傷している。
– 湿気が浸入している。

本製品を電源から切り離すには、電源プラグを抜いてください。

2.4.2  生物学的有害物質および化学有害物質による危険性
生物学的有害物質との接触により、毒による中毒または微生物によ
る感染を引き起こすことがあります。腐食性化学物質との接触は、
中毒または化学熱傷の原因となることがあります。生物学的有害物
質および化学有害物質による危険を回避するため、以下のことに注
意してください：
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￭ 潜在的に化学的危険性を持ち、危険物に関する法令によって一般
的に制限が課せられている物質を製品で使用する場合は、規則に
従って製品を標示してください。

￭ 個人用保護具 (例えば防護メガネ、手袋など) を着用してくださ
い。

￭ 蒸発する危険物質の作業の際は吸引設備を使用してください。
￭ 規則に従って危険物質を廃棄してください。
￭ 汚染された表面をクリーニングし、殺菌してください。
￭ クリーニングする材料に対して望ましくない副反応を起こさな

い洗剤のみを使用してください。
￭ 化学的に汚染された物質 (例えば洗浄用の材料) は規定に従って

廃棄してください。
￭ Metrohm AG または地域の Metrohm 代理店に返送する場合は、以

下の手順で行ってください：
– 製品または製品コンポーネントを除染します。
– 危険物質の標示を取り除きます。
– 除染告知書を作成し、製品に添付します。

2.4.3  可燃性の高い物質による危険性
可燃性の高い物質またはガスの使用は、火災または爆発の原因とな
ることがあります。可燃性の高い物質による危険を防ぐには、以下
のことに注意してください：
￭ 着火源を避ける。
￭ 保護接地を使用する。
￭ 吸引装置を使用する。

2.4.4  漏出した液体による危険
漏出した液体は、負傷の原因となったり、また製品を損傷したりす
ることがあります。漏出した液体による危険を防ぐには、以下のこ
とに注意してください：
￭ 製品および付属品の漏洩と接続のゆるみを定期的に点検してく

ださい。
￭ 漏れがある部品および接続要素は、速やかに交換してください。
￭ 容器のサイズに合った長さの撹拌子のみを使用してください。
￭ 緩んでいる接続要素は締め付けてください。
￭ チューブ接続部を圧力がかかった状態で緩めないでください。
￭ 吸引チューブを圧力がかかった状態で取り外さないでください。
￭ チューブの終端を慎重に容器から引き抜きます。
￭ チューブから液体を慎重に適切な容器に流します。
￭ チューブチップを完全に容器内に挿入します。
￭ 漏出した液体を取り除き、規則に従って廃棄してください。
￭ 装置に液体が入り込んだ疑いがある場合には、必ず装置を動力源

から切断してください。その後、現地の Metrohm サービス担当者
に装置の点検をお申し付けください。
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2.4.5  装置運搬時の危険性
製品の運搬の際に、化学物質または生物学的物質がこぼれることが
あります。製品の一部が落下し、損傷することがあります。化学薬
品および/または生物試料、ならびに破損したガラス部品により負傷
する危険性があります。安全な運搬を保証するため、以下のことに
注意してください：
￭ 固定されていない部品 (たとえばサンプルラック、サンプル容器、

ボトルなど) は運搬前に取り外してください。
￭ 液体は取り除いてください。
￭ 製品を両手で底板から持ち上げて運搬してください。
￭ 重量のある製品は、説明書に従って吊り上げ、運搬してくださ

い。

2.5  警告表示の作成
本文書では次のような警告を使用します。

構成
1. 危険の重大性（シグナルワード）
2. 危険の種類と原因
3. 危険を無視した結果
4. 危険を回避するための措置

危険性レベル
シグナルの色とシグナルワードは危険性レベルを示します。

危険
差し迫った危険を示します。回避しない場合、死亡または重傷を
負います。

警告
潜在的に差し迫った危険を示します。回避しない場合、死亡また
は重傷を負う可能性があります。

注意
潜在的に差し迫った危険を示します。回避しない場合、死亡また
は重傷を負う可能性があります。
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注記
潜在的に有害な状況を示します。回避しない場合、製品または周
囲のものが損傷する可能性があります。

2.6  警告記号の意味
製品または文書に記載されている警告記号は潜在的な危険を示して
いたり、自己や損傷を回避するために特定の行動に注意を促すもの
です。
使用目的に応じて、事業主は追加の警告記号を製品に取り付けます。
事業主からの対応する指示に従ってください。
ﾃｰﾌﾞﾙ  2 ISO 7010 に従う警告記号（例）

警告記号 / 意味   警告記号 / 意味
一般的警告記号   熱くなった表面の警告

先端が尖った物の警告 (切り
傷 / 刺し傷)

  手の外傷の警告（挫傷）

電圧の警告   腐食性物質の警告

光学的放射の警告   レーザー放射の警告

可燃性物質の警告   バイオハザードの警告

有害物質の警告      
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3  機能説明

3.1  IONIC Titrator – 概要

図  1 IONIC Titrator – 前面

1 スタンドアタッチメント 2 載置面
製品のバリエーションに応じて組み込み
型マグネチックスターラが付いています
（1 ページ, 1.2 章を参照）。

3 USB タイプ C コネクタ
USB スティック用接続ソケット。

4 タッチスクリーン
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図  2 IONIC Titrator – 背面

1 Measuring Interface の差し込み口
付属品によって後付け可能です。
Measuring Interface Analog (6.05803.100)
の例 （15 ページ, 3.2.3 章を参照）。

2 型式プレート

3 Measuring Interface の差し込み口
付属品によって後付け可能です。
Measuring Interface Digital (6.05803.120)
の例 （16 ページ, 3.2.4 章を参照）。

4 dTrode のコネクタ

5 MDL コネクタ
MDL = Metrohm Device Link。外部ファン
クションユニットの接続ソケット。

6 USB コネクタ
USB スティックまたは外部装置用の接続
ソケット。

7 LAN コネクタ
LAN = ローカルエリアネットワーク。ロ
ーカルネットワークへの接続ケーブル用
の接続ソケット。

8 電源装置のコネクタ
電源装置の接続ソケット。

9 オン/オフスイッチ
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機能
IONIC Titrator を電源に接続します。滴定システムの他のモジュール
はすべて IONIC Titrator に組み込まれるか、MDL コネクタで IONIC
Titrator と接続します。
IONIC Titrator には以下のファンクションユニットが取り付けられて
います:

￭ 電源およびイーサネットのコネクタ
￭ その他のモジュールへの接続用のインターフェース
￭ 最大 2 つまでの追加の測定インターフェース用のスペース:

– Measuring Interface Analog はアナログ電極の接続に用いら
れます。

– Measuring Interface Digital は、デジタル電極 (dTrode) の接続
に用いられます。

￭ ユーザーインターフェースとしてのタッチスクリーン
￭ 製品のバリエーションに応じて、0、1 つまたは 2 つの組み込み型

マグネチックスターラ
IONIC Titrator は、手動サンプルチェンジャーの付いた単独の装置と
しても使用できます。
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3.2  滴定システム – 概要

図  3 シングルユーザー滴定システム

1 電極ケーブル 2 電極

3 スタンドロッド 4 電極ホルダ

5 調整リング 6 サポートスタンド

7 IONIC Titrator 8 サンプルビーカー

9 撹拌子 10 ボトルホルダー (6.02061.010)
（13 ページ, 3.2.1 章を参照）

11 FEP チューブ 12 ボトルユニット
ボトル 1 本、807 Dosing Unit 1 台、Dosino
Module 1 台で構成されています。
（14 ページ, 3.2.2 章を参照）

13 反拡散チップ
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本ハンドブックでは標準的な構成として、IONIC Titrator と組み合
わせて使用する Dosino Module および 807 Dosing Unit について
説明しています。もしくは、OMNIS Dosing Module およびシリン
ダーユニット OMNIS を使用することもできます。

3.2.1  ボトルホルダー – 概要

図  4 ボトルホルダー

1 載置面 2 電極保管ステーション

3 固定クランプ

機能
ボトルホルダーは、2 本以下のボトルを安全に保管するために使用
し、必要に応じて固定クランプで安定させることができます。組み
込み型電極保管ステーションでは、電極ならびに電極の保存容器を
保管することができます。IONIC Titrator から出ているすべてのケー
ブルは、ボトルホルダーの下に配線することができます。
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3.2.2  ボトルユニット – 概要

図  5 ボトルユニット

1 Dosino Module (2.1042.00x0) 2 807 Dosing Unit (6.3032.xx0)

3 乾燥管(6.1619.000) 4 ボトル

5 吸引チューブ（6.1829.010） 6 保存容器ホルダー (6.2008.050)

7 FEP チューブ(6.1805.100) 8 ビュレットチップ用保存容器
(6.2008.030)

9 ビュレットチップ (6.1543.200 または
6.1543.060)

機能
ボトルユニットは、分析に必要な溶液の準備を整えます。IONIC シス
テム内のボトルユニットは以下の要素から構成されています：
￭ ボトル
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￭ 807 Dosing Unit (807 Dosing Unit のハンドブック (8.807.8002) を参
照)
807 Dosing Unit は GL 45 スレッドを持つボトルに適合します。そ
の他のスレッドを持つボトル用には適合するアダプターをご入
手いただけます。

￭ Dosino Module (Dosino Module のハンドブック (8.1042.8101)を参
照)
Dosino Module は、シリンダーサイズ 2 mL、5 mL、10 mL、20 mL
または 50 mL の 807 Dosing Unit に適合します。

3.2.3  Measuring Interface Analog – 概要
Measuring Interface Analog にはアナログセンサー用の電極インプッ
ト口が 2 つあります。

図  6 Measuring Interface Analog

1 INPUT 1
ポテンショメトリックセンサー (緑色の
コーディング)、温度センサー (赤いコー
ディング) および分極性メタル電極 (青い
コーディング) 用の接続ソケット。

2 INPUT 2
電位差測定センサー (緑色のコーディン
グ) 及び温度センサー (赤いコーディン
グ) のための接続ソケット。

3 ステータス表示
電極インプット口のステータスは、ステ
ータス表示によって、異なる色で表示さ
れます （21 ページ, 3.5 章を参照）。

4 REF
参照電極のための接続ソケット。

5 測定インターフェースの型式プレート
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機能
Measuring Interface Analog は、IONIC Titrator のアナログセンサーのイ
ンターフェースとして機能します。接続ソケットにはアナログ電極
およびアナログ参照電極を接続することができます。

3.2.4  Measuring Interface Digital – 概要
Measuring Interface Digital にはデジタル電極 (dTrode) 用の電極インプ
ット口が 1 つあります。

図  7 Measuring Interface Digital

1 接続ソケット
dTrode 用接続ソケット (黒いコーディン
グ)。

2 測定インターフェースの型式プレート

3 ステータス表示
電極インプット口のステータスは、ステ
ータス表示によって、異なる色で表示さ
れます （21 ページ, 3.5 章を参照）。

機能
Measuring Interface Digital は、IONIC Titrator のデジタル電極のインタ
ーフェースとして機能します。接続ソケットにはデジタル電極
(dTrodes) を接続することができます。
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3.3  カール フィッシャー容量滴定のためのシングルユーザー
滴定システム – 概要

図  8 カール フィッシャー容量滴定のためのシングルユーザー滴定システム

1 ボトルユニット
ボトル 1 本、807 Dosing Unit 1 台、Dosino
Module 1 台で構成されています。
Metrohm は、カール フィッシャー滴定用
に 10 mL シリンダーを推奨します。
（14 ページ, 3.2.2 章を参照）

2 ボトルホルダー (6.02061.010)
（13 ページ, 3.2.1 章を参照）

3 カール フィッシャー容量滴定セルと付
属品
（18 ページ, 3.3.1 章を参照）

4 スタンドロッド

5 調整リング 6 IONIC Titrator
組み込み型マグネチックスターラ付き
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7 OMNIS Solvent Module (2.1009.0010) 8 廃棄物ボトル (廃棄物)
オーバーフロー防止付き

9 貯蔵ボトル (溶媒)
Siphon Breaker 付き

3.3.1  カール フィッシャー容量滴定セル – 概要

図  9 カール フィッシャー容量滴定セル

1 スタンドロッド(6.2016.050) 2 乾燥管(6.01406.010)

3 ロックレバー
滴定容器上部

4 滴定容器上部 (6.01405.010)

5 セプタムストッパー (6.02709.020)
もしくは: 閉じ蓋 (6.02709.010) または ペ
ーストスプーン (6.02711.000)

6 調整リング(6.2013.010)

7 撹拌子
16 mm (6.1903.020) または 25 mm
(6.1903.030)

8 滴定容器
20 … 90 mL (6.01406.220) または
50 … 150 mL (6.01406.250)
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9 M12 スクリューニップル (6.02709.030) 10 電極
ダブル Pt 電極 (6.0338.100) または ダブ
ル Pt リング電極 (6.00346.100)

11 M10 スクリューニップル、ストッパー付
き (6.02709.010)

12 反拡散チップ (6.01543.120)

図  10 カール フィッシャー容量滴定セル、ホモゲナイザー付き

1 スタンドロッド(6.2016.050) 2 スペーサー (35 mm)

3 スペーサー (65 mm) 4 乾燥管(6.01406.010)

5 ロックレバー
滴定容器上部

6 滴定容器上部 (6.01405.040)
ホモゲナイザー使用のため

7 セプタムストッパー (6.02709.020)
もしくは: 閉じ蓋 (6.02709.010) または ペ
ーストスプーン (6.02711.000)

8 調整リング(6.2013.010)

9 滴定容器
20 … 90 mL (6.01406.220) または
50 … 150 mL (6.01406.250)

10 M12 スクリューニップル (6.02709.030)
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11 電極
ダブル Pt 電極 (6.0338.100) または ダブ
ル Pt リング電極 (6.00346.100)

12 ガイドスリーブ (6.02709.050)
滴定容器上部にホモゲナイザーを固定し
ます

13 M10 スクリューニップル、ストッパー付
き (6.02709.010)

14 反拡散チップ (6.01543.120)

15 分散シャフト
125 mm (6.9012.000) または 157 mm
(6.9012.010)

16 ホモゲナイザー用ホルダー
(6.02008.010)

17 ホモゲナイザー (2.136.0100)
Polytron PT 1300 D

機能
カール フィッシャー容量滴定セル (KF 滴定セル) はカール・フィッシ
ャー方式による水分測定用の容器で、スタンドロッドに固定されて
います。KF 滴定セルは滴定容器 (さまざまなバリエーションが可能)
と滴定容器上部 (まざまなバリエーションが可能、ホモゲナイザー
(Polytron PT 1300 D) 付きおよび無しがあり) から構成されています。
パッキンおよび乾燥管 (モレキュラーシーブを充填 (6.2811.000)) は
KF 滴定セルへの湿気の侵入を防ぎます。

3.4  表示エレメントおよび操作エレメント
表示エレメント
IONIC Titrator のステータスは、様々な色および/または点滅パターン
のステータス表示で表示されます （21 ページ, 3.5 章を参照）。

図  11 ステータス表示

1 ステータス表示
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操作エレメント
オン/オフスイッチ （2-9） を用いて IONIC Titrator をオンまたはオフ
にできます。
ﾃｰﾌﾞﾙ  3 オン/オフスイッチの動作

押す時間 機能
短く押す (約 1 秒) 装置の電源をオンにします。

長く押す (約 4 秒) 装置をオフにします。

非常に長く押す (約 34 秒) 強制シャットダウンします。

3.5  システム – 信号
ステータス表示エレメントがあるシステムコンポーネントでは、色
および/または点滅パターンで稼働状態を表示します。色と点滅パ
ターンの意味は以下の表に示されています。
ﾃｰﾌﾞﾙ  4 信号

視覚的信号   意味
LED が黄色に点灯。 システムスタートまたは初

期化

LED が緑に点灯。 作動準備完了

LED が緑に点滅 (ゆっくり)。 作動中

LED が赤に点滅 (速く)。 故障またはエラー

幾つかのシステムコンポーネントでは、記載されている点滅パター
ンの一部のみが使用されています。
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4  納品および輸送

4.1  納品
製品の受け取り後、直ちに確認してください：
￭ 納品書を基に、納品内容が完全に揃っているか確認します。
￭ 製品に損傷がないかチェックします。
￭ 納品内容が不完全である、または損傷している場合は、地域の

Metrohm 代理店に連絡してください。

4.2  梱包
製品および付属品は、保護特性を有する特別な梱包材にて納品され
ます。製品の安全な輸送を保証するため、必ずこれらの梱包を保管
してください。輸送用固定ボルトがある場合は、これを保管し、再
利用してください。
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5  据え付け

5.1  Metrohm による取り付け
システムの取り付けと初回セットアップは、基本的に現地の
Metrohm サービス担当者によって行われます。

5.2  設置場所
本製品は屋内での稼働にのみ適しており、爆発性雰囲気や火災の危
険がある環境では使用できません。
設置場所には以下の要件が適用されます:

￭ 空間は、良く換気されており、直射日光および急激な温度変化か
ら保護されていること。

￭ 設置面は安定しており、振動がないこと。設置面は、コンポーネ
ントの寸法および重量 (技術データ参照) に適していなければな
りません。

￭ 稼働中、すべてのケーブルおよびコネクタにアクセスできるこ
と。ケーブルが安全に敷設されていること (つまづく恐れがな
い)。

￭ ワークプレイスが人間工学に基づいて設計されており、支障なく
製品を稼働できること。

建物の状況や環境条件によって信号強度やワイヤレス接続の接
続品質が損なわれることがあります。

5.3  サポートスタンドの取り付け
必要な付属品:

￭ サポートスタンド (6.02001.000)
￭ 皿ネジ 3 本
￭ 六角レンチ (2 mm)

前提条件:

￭ IONIC Titrator の載置面が空であること。
￭ IONIC Titrator にケーブルが接続されていないこと。

 

1 装置底面の右側にある IONIC Titrator を持ち上げて、装置の左側
に置きます。
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2 IONIC Titrator のネジ穴の上に貫通穴付きサポートスタンドを配
置します。

 

3 六角レンチを使って皿ネジをネジ穴に順に固定し、固く締め付
けます。
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4 IONIC Titrator を再び装置底面に置きます。

5.4  電極ホルダーの取付け
組み立て方法は、どちらのスタンドアタッチメントも同一です。

必要な付属品:

￭ スタンドロッド 30 cm (6.2016.050)
￭ 調整リング 10 mm (6.2013.010)
￭ 電極ホルダー(6.02005.000)

 

1 スタンドロッドの取付け
スタンドロッドをスタンドアタッチメントにねじ込みます。

 

2 調整リングの取付け
刻み目の付いた調整リングをスタンドロッド上で上にスライド
させます。
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3 電極ホルダーの取付け
￭ 電極ホルダーのロックレバーを押します。
￭ 電極ホルダーをスタンドロッド上にスライドさせます。
￭ 固定するには、ロックレバーを希望する高さで放してくださ

い。

電極ホルダーは固定されました。
 

4 調整リングの位置決め
￭ 調整リングを電極ホルダーの下に押し込みます。
￭ 電極ホルダーのくさびがクランプリングの刻み目に合うよ

うにクランプリングを回します。
￭ ローレット頭ネジを用いて調整リングを希望する高さで固

定します。
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調整リングは電極ホルダーの下部ストッパーとして機能し
ます。調整リングは、取り付けた電極の入った電極ホルダー
が下がりすぎるのを防ぎます。

5.5  ボトルホルダーの設置
必要な付属品:

￭ ボトルホルダー (6.02061.010)

 

1 ボトルホルダーの設置
IONIC Titrator の約 8 cm 後方の安定した面にボトルホルダーを
設置します。

 

2 ケーブルの配置
ボトルホルダーの下に使用するケーブルを配置します。

電源コード、ネットワークケーブル、MDL ケーブルはボト
ルホルダーの下に配線する必要があります。
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3 固定クランプの調整 (オプション)

￭ 固定クランプをボトルホルダーの下から引き出します。

￭ ボトルのサイズに合わせて、希望する切り欠けのある固定ク
ランプを再びボトルホルダーに差し込みます。

 

4 ボトルの配置
使用するボトルをボトルホルダーに置きます。



￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭ 据え付け

￭￭￭￭￭￭￭￭ 29

 

5 電極の配置
使用する電極を電極保管ステーションに置きます。

5.6  ボトルユニットの装備
ボトルユニットは以下の要素から構成されています：
￭ ボトル
￭ 807 Dosing Unit
￭ Dosino Module

GL 45 スレッドを持つ、様々なボトルを使用することができます。標
準では、容量 1 リットル、GL 45 スレッド付きのアンバーガラス製ボ
トル (6.1608.023)、透明ガラス製ボトル (6.1608.030) または PE 製ボ
トル (6.1608.040) を使用します。その他のスレッドを持つボトル用
には適合するアダプターをご入手いただけます （3 ページ, 「付属品
の表示」を参照）。
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807 Dosing Unit のボトルへの取り付け

前提条件:

￭ 保存容器ホルダー、ビュレットチップ用保存容器、乾燥管および
吸引チューブが 807 Dosing Unit に取り付けられていること (807
Dosing Unit のハンドブック (8.807.8002)を参照)。

必要な付属品:

￭ 807 Dosing Unit (6.3032.xx0)
￭ 損傷していない注ぎ口が付いたボトル

807 Dosing Unit の取り付けには機械による補助具を使用し
ないでください。

 

1 乾燥管を上に回します。
 

2 吸引チューブを充填されたボトルに掛けます。
 

3 807 Dosing Unit と固定リングをボトルにねじ回して取付けま
す。

807 Dosing Unit は手でも軽く回せるようにする必要があり
ます。

 

4 乾燥管を再び吊り下げ位置に回します。
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5 FEP チューブと使用したいビュレットチップを取り付けます
(807 Dosing Unit のハンドブック (8.807.8002)を参照)。

取り付け準備

必要な付属品:

￭ Dosino Module (2.1042.00x0)

 

1 IONIC Titrator の装置背面のいずれかの MDL コネクタに Dosino
Module の接続ケーブルを差し込みます。

 

2 IONIC アプリの装置で Dosino Module のマニュアル操作を開き
ます。

 

3 機能位置交換を開始します。

詳細情報は、IONIC ヘルプに記載されています。

Dosino Module を 807 Dosing Unit に取り付ける

前提条件:

￭ ドライブディスクの切り欠きが Dosino Module の底面の切り欠き
と同一線上に並んでいること。

￭ 807 Dosing Unit 上面の上の 2 つの三角形が正確に向かい合ってい
ること。

￭ 807 Dosing Unit のピストンペグがハウジングの上端と面一になっ
ていること。

https://www.metrohm.com/products/8/1040/810408101.html
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詳細情報は Dosino Module のハンドブック (8.1042.8101) に
記載されています。

 

1 Dosino Module のガイドボルトを 807 Dosing Unit の所定の開口
部に差し込みます。
Dosino Module の緑の線が 807 Dosing Unit の白い点線
(「UNLOCK」) と並んでいる必要があります。

 

2 Dosino Module の緑の線が 807 Dosing Unit の白い線 (「LOCK」) と
同一線上に並ぶまで、Dosino Module を左に回します。

 

3 Dosino Module が正確にはまっているか確認します。
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5.7  吸着材の交換
使用する OMNIS 製品および IONIC 製品に応じて、さまざまな吸着カ
ートリッジや乾燥管が使用可能です。
ﾃｰﾌﾞﾙ  5 使用可能な吸着カートリッジまたは乾燥管

吸着カートリッジ/乾燥管 製品番号 図
OMNIS Solvent Module 用吸着カートリッジ 6.01807.000

カール フィッシャー電量滴定セル用乾燥管 6.1403.030
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吸着カートリッジ/乾燥管 製品番号 図
カールフィッシャー容量滴定セル用乾燥管 6.01406.010

807 Dosing Unit 用乾燥管 6.1619.000

シリンダーユニット OMNIS 用乾燥管 6.1619.020

OMNIS Dosing Module の場合の廃棄物ボトル用
乾燥管

6.1609.000
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吸着材の交換
 

1 蓋をハウジングから取り外す

￭ 吸着カートリッジ:蓋をパッキンごとハウジングから取り外
します。

￭ 乾燥管：蓋をハウジングから引き上げ、取り外します。
 

2 モレキュラーシーブの取り外し (ある場合)

￭ モレキュラーシーブを取り除き、300 °C で乾燥キャビネット
内で 24 時間以上再生します。デシケーターに入れて冷却
し、その後ガラスボトルで密閉します。カール フィッシャー
滴定の FAQ も参照してください。

 

3 モレキュラーシーブの充填
￭ 吸着カートリッジ：小さなコットンストッパーをハウジング

下部に軽く差し込みます。気体の流れを可能にするため、脱
脂綿は強く押し込み過ぎないでください。ハウジングをハ
ウジング端の約 1 cm 下までモレキュラーシーブで充填しま
す。

￭ 乾燥管：小さなコットンストッパーをモレキュラーシーブ上
に載せます。気体の流れを可能にするため、脱脂綿は強く押
し込み過ぎないでください。

https://www.metrohm.com/de-ch/support-und-service/faq-kft/
https://www.metrohm.com/de-ch/support-und-service/faq-kft/
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4 ハウジングを蓋で密閉する

ハウジングと蓋の間のパッキン面が清潔で乾燥しており、充
填剤の残りが付着していないことをチェックしてください。

￭ 吸着カートリッジ:蓋をパッキンごとハウジング側に引っ掛
けて固定し、カチッと密閉します。

￭ 乾燥管:ハウジングを蓋で密閉します。

通常の湿度環境においては、モレキュラーシーブを 6 週間ごとに
交換してください。
ドリフトの増加は、モレキュラーシーブが飽和しており、そのた
め湿気がカール フィッシャー滴定セルに入り込んでいることを
示しています。
ヒント:

モレキュラーシーブを交換した後、日付を吸着ハウジング上に記
入してください。
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5.8  カール フィッシャー容量滴定のためのシングルユーザー
滴定システムの取り付け

5.8.1  カール フィッシャー容量滴定セルの準備
必要な付属品:

￭ 滴定容器: 20 ～ 90 mL (6.01406.220) または 50 ～ 150 mL
(6.01406.250)

￭ 撹拌子: 16 mm (6.1903.020) または 25 mm (6.1903.030)
￭ 滴定容器上部: ホモゲナイザーなし (6.01405.010) またはホモゲナ

イザーあり (6.01405.040)

 

1 滴定容器中央に適切な撹拌子を配置します。

この手順はホモゲナイザーを用いずに使用する場合にのみ
適用されます。

 

2 滴定容器上部の目盛りが滴定容器の目盛りと同一線上に並ぶよ
うに、滴定容器上部を滴定容器の上に配置します。
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3 滴定容器をしっかり押さえながら滴定容器上部を止まるまで左
に回します。

5.8.2  カール フィッシャー容量滴定セルを装着する

ストッパーとスクリューニップルの装着

必要な付属品:

￭ セプタムストッパー (6.02709.020)、閉じ蓋 (6.02709.010) またはペ
ーストスプーン (6.02711.000)

￭ M10 スクリューニップル (6.02709.010)
￭ M12 スクリューニップル (6.02709.030)

 

1 セプタムストッパーの装着
セプタムストッパー (セプタムが組み込まれたもの) を滴定容器
上部の適切な開口部に装着します。
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2 M10 スクリューニップルの装着
M10 スクリューニップルをストッパーと滴定容器上部の 3 つ
の適切な開口部に装着します。

 

3 M12 スクリューニップルの装着
M12 スクリューニップルを滴定容器上部の 2 つの適切な開口
部に装着します。



カール フィッシャー容量滴定のためのシングルユーザー滴定システムの取り付け ￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭￭

40 ￭￭￭￭￭￭￭￭

反拡散チップの取り付け

必要な付属品:

￭ 反拡散チップ (6.01543.120)

 

1 ストッパーの取り外し
ストッパーを中央の M10 スクリューニップルから取り出しま
す。

 

2 反拡散チップの装着
反拡散チップを中央の M10 スクリューニップルに装着し、撹拌
子を妨げないように、撹拌子の少し上に配置します。
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3 スクリューニップルの締め付け
スクリューニップルをしっかりと締め付けます。

電極の取付け

必要な付属品:

￭ ダブル Pt 電極 (6.0338.100) または ダブル Pt リング電極
(6.00346.100)

￭ 電極ケーブル (6.02104.040)

 

1 電極の装着
ダブル Pt 電極を左の M12 スクリューニップルに装着し、電極
が撹拌子と反拡散チップに接触しないように配置します。
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2 スクリューニップルの締め付け
スクリューニップルをしっかりと締め付けます。

 

3 スクリューキャップの取り外し
電極のスクリューキャップを回して取り外します。
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4 電極ケーブルの接続
青いコーディングの付いた電極ケーブルを電極に締め付けま
す。

乾燥管の取り付け

前提条件:

￭ 乾燥管に新しいモレキュラーシーブが充填されていること （33
ページ, 「吸着材の交換」を参照）。

必要な付属品:

￭ 乾燥管(6.01406.010)

 

1 乾燥管を右側の M12 スクリューニップルに装着します。

 

2 スクリューニップルをしっかりと締め付けます。
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5.8.3  カール フィッシャー容量滴定セルを取り付ける
前提条件:

￭ スタンドロッドが調整リングで IONIC Titrator に取り付けられて
いること （25 ページ, 「電極ホルダーの取付け」を参照）。

 

1 カール フィッシャー滴定セルの取り付け
￭ 滴定容器上部のロックレバーを押します。
￭ カール フィッシャー滴定セルをスタンドロッドに沿ってス

ライドさせ、組み込み型マグネチックスターラの真上、載置
面から 1 mm 上に中央に合わせて配置します。

￭ 固定するには、ロックレバーを希望する高さで放してくださ
い。

 

2 調整リングの位置決め
￭ 調整リングを滴定容器上部の下に差し込みます。
￭ 滴定容器上部のくさびが調整リングの刻み目に合うように、

調整リングを回します。
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￭ 調整リングをローレット頭ネジを用いて希望するポジショ
ンで固定します。

調整リングは、滴定容器上部の下部ストッパーとして機能し
ます。そのため調整リングは、カール フィッシャー滴定セ
ルを常に同じ高さで、かつ正確にマグネチックスターラの中
央に来るように位置づけることができます。

5.8.4  カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のために準備する
試薬交換のため、カール フィッシャー容量滴定セルを追加で装備し
接続する必要があります:

￭ カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のために装備する
（45 ページ, 「カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のた
めに装備する」を参照）

￭ カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のために接続する
（47 ページ, 「カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のた
めに接続する」を参照）

カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のために装備する
試薬交換を行うためには、反拡散チップに加えてドージングチップ
と排液チップを取り付ける必要があります。

ビュレットチップの取り付け

必要な付属品:

￭ ドージングチップ (6.1543.110)
￭ 排液チップ (6.01543.000)

 

1 ストッパーの取り外し
ストッパーを左右の M10 スクリューニップルから取り出しま
す。
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2 ドージングチップの装着
ドージングチップを左の M10 スクリューニップルに装着し、撹
拌子を妨げないように、撹拌子の少し上に配置します。

 

3 排液チップの装着
排液チップを右の M10 スクリューニップルに装着します。溶
液吸引の際に排液チップの端部が容器の底面に接触するように
し、その際、撹拌子を妨げないようにする必要があります。

排液チップは、必要に応じて溶媒から抜き出すことができま
す。
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4 スクリューニップルの締め付け
スクリューニップルをしっかりと締め付けます。

カール フィッシャー容量滴定セルを試薬交換のために接続する
試薬交換のため、カールフィッシャー容量滴定セルを以下の通りに
接続する必要があります:

組み立て方法は、どちらのスタンドロッドも同一です。
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図  12 カール フィッシャー滴定セルと IONIC Titrator および OMNIS Solvent Module との接
続

1 ドージングチップおよび貯蔵ボトル (溶
媒) の間の M8 PTFE チューブ

2 排液チップおよび廃棄物ボトル (廃棄物)
の間の M8 PTFE チューブ

3 反拡散チップとピストンビュレットの吐
出ポート 1 の間の M6 FEP チューブ

4 電極インプット口への電極ケーブル

前提条件:

￭ 吸着カートリッジがモレキュラーシーブで充填され、密封され、
OMNIS Solvent Module に取り付けられていること（33 ページ, 「吸
着材の交換」を参照）。

￭ 貯蔵ボトル (溶媒) の Siphon Breaker と廃棄物ボトル (Waste) の GL
45 ボトルキャップが完全に取り付けられていて、OMNIS Solvent
Module に接続されていること (OMNIS Solvent Module のハンドブ
ック (8.1009.8002) を参照)。

￭ ボトルユニットが完全に装備されていること （29 ページ, 「ボト
ルユニットの装備」を参照）。

必要な付属品:

￭ M6 FEP チューブ (6.1805.100)
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￭ M8 PTFE チューブ (6.1805.200)

 

1 反拡散チップをピストンビュレットと接続する
（12-3）
￭ FEP チューブを反拡散チップの M6 コネクタに装着し、締め

付けます。
￭ FEP チューブのもう一方の端をピストンビュレットの吐出ポ

ート 1 に取り付け、締め付けます。
 

2 ドージングチップを貯蔵ボトルと接続する
（12-1）
￭ PTFE チューブをドージングチップの M8 コネクタにはめ、締

め付けます。
￭ PTFE チューブのもう一方の端を貯蔵ボトル (溶媒) の上の

Siphon Breaker の M8 コネクタに取り付け、締め付けます。
 

3 排液チップを廃棄物ボトルと接続する
（12-2）
￭ PTFE チューブのもう一方の端を排液チップの M8 コネクタ

にはめ、締め付けます。
￭ PTFE チューブのもう一方の端を廃棄物ボトル (Waste) のグラ

ンドジョイントストッパーに通し、締め付けます。
 

4 電極の接続
（12-4）
電極ケーブルのプラグを IONIC Titrator の対応する電極インプッ
ト口に差し込みます （55 ページ, 「センサーケーブルを差し込
む」を参照）。

5.8.5  ホモゲナイザーの取り付け (オプション)

滴定容器に撹拌子が設置されていないことを確認してください。

前提条件:

￭ カール フィッシャー容量滴定セルがホモゲナイザー用の滴定容
器上部で準備 （37 ページ, 「カール フィッシャー容量滴定セルの
準備」を参照） および装備されていること （38 ページ, 「カール
フィッシャー容量滴定セルを装着する」を参照）。

￭ カール フィッシャー容量滴定セルが IONIC Titrator に固定されて
いること （44 ページ, 「カール フィッシャー容量滴定セルを取り
付ける」を参照）。
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必要な付属品:

￭ スペーサー 65 cm
￭ スペーサー 35 cm
￭ 分散シャフト: 125 mm (6.9012.000) または 157 mm (6.9012.010)
￭ ホモゲナイザー用ホルダー (6.02008.010)
￭ ガイドスリーブ (6.02709.050)
￭ ホモゲナイザー (2.136.0100)

 

1 ガイドスリーブを滴定容器上部のホモゲナイザー開口部に取り
付けます。

 

2 刻み目の付いたスペーサー 65 cm をロッドスタンドに沿って下
にスライドさせ、滴定容器上部のくさびをスペーサーの刻み目
に合わせます。

 

3 分散シャフト 157 mm を使用する場合、スペーサー 35 cm をさ
らにスタンドロッドに沿ってスライドさせてください。
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4 ホモゲナイザー用ホルダーをスタンドロッドに沿ってスライド
させます。

 

5 分散シャフトを取り付けたホモゲナイザーをホルダーにスライ
ドさせると同時に、滴定容器上部にあるホモゲナイザー用ガイ
ドスリーブに挿入します。

分散シャフトをガイドスリーブに挿し込む際にひっかかる
場合は、ガイドスリーブをもう一度緩めます。
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6 ガイドスリーブをしっかり締め付けます。

 

7 ホモゲナイザーのハンドルをホモゲナイザーのコントロールデ
バイスに接続します。

 

8 RS-232 ケーブルでホモゲナイザーを IONIC Titrator に接続しま
す。

ヒント:

Metrohm では、分散シャフトの以下のような使用を推奨します:

￭ 分散シャフト 125 mm
– 粘性のあるサンプルを使った用途。
– シャフトの直径より直径が小さいサンプル。
– 難溶性の粉末や塩。

￭ 分散シャフト 157 mm
– 固形サンプルを使った用途。
– シャフトの直径より直径が大きいサンプル。
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5.9  センサーの取り付け

注意
鋭い縁による切り傷の危険
損傷したガラス部品またはガラス片による切り傷。
￭ ガラス部品 (例えば電極やボトルなど) は、注意深く慎重に取り

扱います。
￭ 破損していないガラス部品だけを使用してください。
￭ 破損したガラス部品はただちに廃棄してください。

以下の例では、dTrode を取り付けます。この手順はすべてのセ
ンサーに適用されます。

センサーの取り付け
 

1 センサーを上から電極ホルダの手前の開口部に装着します。

 

2 センサーの上の緑の部分が電極ホルダの下端と面一に並び、止
まるまで下に差し込みます。
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3 保護キャップをセンサーから緩めて取り外します。

 

4 センサーケーブルのプラグを差し込みますが、その際、方向 (A)
に気を付けてください。

 

5 センサーケーブルを締め付けます。
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センサーケーブルを差し込む
 

1 プラグの点を接続ソケットの刻み目に合わせます。
 

2 センサーケーブルのプラグを、カチッとはまるまで差し込みま
す。

プラグを容易に差し込めない場合は、プラグがソケットには
まるまで、軽く力を入れてプラグを右または左に回します。
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5.10  電源コードの接続

警告
電圧による健康被害。
重傷、あるいは死亡の可能性もあります。
￭ 製品は、状態に不具合のない場合にのみ操作します。ハウジン

グも無傷でなければなりません。
￭ 製品は、カバーが取り付けられた状態でのみ使用できます。
￭ 電圧のかかるパーツ (例えば電源装置、電源コード、接続ソケ

ットなど) を湿気から保護してください。
￭ 電気部品のメンテナンス作業および修理は、毎回地域の

Metrohm サービス代理店に依頼してください。

必要な付属品:

￭ 卓上電源アダプタ (6.02164.0120)

この電源アダプタ以外は使用しないでください。その他の
製品の使用は認められていません。

￭ 電源コード：
– 長さ: 最大 2 m
– 導体の数: 3、保護接地付き
– 導体断面積：3 × 最小 1.0 mm2 / 18 AWG
– カップリング：IEC 60320, タイプ C13, 10 A
– 電源プラグ：6.2122.XX0（顧客要求事項に従う）、最小

10 A

 

1

図  13 装置背面 – 卓上電源アダプタの接続
電源装置をコネクタ Power に接続しますが、その際、方向に注
意してください (図を参照)。
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2 電源コードを卓上電源アダプタと接続します。
 

3 電源プラグを電源に接続します。
これで装置をオンまたはオフにすることができます （58 ペー
ジ, 「装置のオン/オフ」を参照）。
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6  操作
本製品は、IONIC アプリを介して操作することができます。IONIC ア
プリに関する詳細情報は IONIC ヘルプをご覧ください。

6.1  装置のオン/オフ
前提条件:

￭ 電源コードが接続されていること （56 ページ, 「電源コードの接
続」を参照）。

 

1 装置の電源をオンにする
装置背面のオン/オフスイッチ （2-9） を約 1 秒間押します。
装置が初期化され、システムテストが実施されます。

装置の起動に約 1 分間かかる場合があります。

 

2 装置の電源をオフにする
￭ メッセージが表示されるまで、装置背面のオン/オフスイッチ
（2-9） を約 4 秒間押します。

￭ オフにするを押し、メッセージを確定します。

￭ メッセージが表示される前にボタンを離すと、装置の電
源はオンのままになります。

￭ IONIC Titrator を無電流に切り替えるには、電源コードを
電源から切断します。

IONIC Titrator がシャットダウンします。

https://www.metrohm.com/products/8/1040/810408101.html
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6.2  ボトルユニットの取り外し
取り外しの準備

 

1 空にする のプロセスで試薬がビュレットチップから吐出され
ることがあるため、ビュレットチップをいずれかの容器の中に
配置します。

 

2 IONIC アプリで Dosino Module の マニュアル操作 を開きます。
 

3 機能空にするを開始します。
 

4 機能位置交換を開始します。

Dosino Module の取り外し

前提条件:

￭ Dosino Module のステータス表示が連続して点灯していること。
￭ Dosino Module が位置交換にあること (ポート 2 は設定済み)。

 

1 Dosino Module の緑の線が 807 Dosing Unit の白い点線
(「UNLOCK」) と同一線上に並ぶまで、Dosino Module を右に回し
ます。

 

2 Dosino Module を上に持ち上げます。
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807 Dosing Unit の取り外し
 

1 乾燥管を上に回します。
 

2 807 Dosing Unit と固定リングをボトルからねじ回して緩めま
す。

 

3 807 Dosing Unit をボトルから取り外します。
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4 乾燥管、チューブ、ビュレットチップとビュレットチップ用保
存容器、807 Dosing Unit の保存容器ホルダーを取り外します
(807 Dosing Unit のハンドブック (8.807.8002) を参照)。
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7  メンテナンス
誤動作を防ぎ、長い耐用期間を保証するため、製品を定期的にメン
テナンスしてください。
￭ Metrohm では、年間サービスの枠内で現地の Metrohm サービス担

当者に製品のメンテナンスを実施させることを推奨しています。
頻繁に腐食性化学薬品で作業が行われる場合は、より短い間隔で
のメンテナンスが必要です。

￭ この説明書に記載されているメンテナンス作業のみを行ってく
ださい。その他のメンテナンス作業および修理は、地域の
Metrohm サービス代理店にお問い合わせください。地域の
Metrohm サービス代理店では、いつでも全 Metrohm 製品のメンテ
ナンスおよび維持に関する専門的な助言を提供しております。

￭ メーカーの技術要件に適合するスペアパーツのみを使用してく
ださい。純正のスペアパーツはこの要件を常に満たしています。

7.1  製品表面のクリーニング
誤動作を防ぎ、長い耐用期間を保証するため、製品を定期的にクリ
ーニングしてください。
￭ こぼれた化学物質溶媒は、即座に取り除いてください。
￭ プラグ接続を汚れから保護してください。

警告
化学有害物質
腐食性化学物質との接触は、中毒または化学熱傷の原因となるこ
とがあります。
￭ 個人用保護具 (例えば防護メガネ、手袋など) を着用してくださ

い。
￭ 蒸発する危険物質の作業の際は吸引設備を使用してください。
￭ 汚れた表面をクリーニングします。
￭ クリーニングする材料に対して望ましくない副反応を起こさ

ない洗剤のみを使用してください。
￭ 化学的に汚染された物質 (例えば洗浄用の材料) は規定に従っ

て廃棄してください。
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警告
電圧による健康被害。
重傷、あるいは死亡の可能性もあります。
￭ 製品は、状態に不具合のない場合にのみ操作します。ハウジン

グも無傷でなければなりません。
￭ 製品は、カバーが取り付けられた状態でのみ使用できます。
￭ 電圧のかかるパーツ (例えば電源装置、電源コード、接続ソケ

ットなど) を湿気から保護してください。
￭ 電気部品のメンテナンス作業および修理は、毎回地域の

Metrohm サービス代理店に依頼してください。

前提条件：
￭ 製品のスイッチがオフになっており、動力源から切断されている

こと。
必要な付属品：
￭ クリーニングクロス (柔かく、毛羽立ちがないもの)
￭ 水またはエタノール

 

1 表面を湿った布でクリーニングします。大まかな汚れはエタノ
ールで取り除きます。

 

2 表面を乾いた布で拭き上げます。
 

3 コネクタを乾いた布でクリーニングします。
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8  問題処理
障害やエラーのメッセージは、制御ソフトウェアまたは組込ソフト
ウェア (たとえば装置のディスプレイ上など) に表示され、以下の情
報が含まれています：
￭ 障害の原因の説明 (たとえばブロックされている駆動システムな

ど)
￭ 制御における問題の説明 (たとえば足りないパラメータ、または

無効なパラメータなど)
￭ 問題解決に関する情報

ステータス表示エレメントを有するシステムコンポーネントでは、
さらに赤色の点滅 LED によって障害およびエラーに対して信号を出
します。
製品における問題処理は、ほとんどの場合、制御ソフトウェアある
いはエンベデッドソフトウェアによってのみ可能です (たとえば初
期化、定義されたポジションに移動するなど)。
以下も参照
21 ページ

8.1  強制シャットダウン
前提条件:

IONIC Titrator をオフにすることができないこと。
 

1 装置背面のオン/オフスイッチ （2-9） を約 34 秒間押します。

￭ その前にボタンを離すと、装置の電源はオンのままにな
ります。

￭ IONIC Titrator を無電流に切り替えるには、電源コードを
電源から切断します。

IONIC Titrator がシャットダウンします。
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9  廃棄
環境と健康に与える悪影響を減らすため、化学薬品および製品を適
正に処分してください。地方自治体、廃棄物処理サービスまたは業
者は、廃棄に関する詳細情報を提供しています。欧州連合内におけ
る中古電気機器の適正な廃棄では、WEEE-EU 指令 (WEEE = 電気機器
の廃棄とリサイクル) を遵守してください。
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10 技術データ
バリエーションによって、IONIC Titrator にはマグネチックスターラ
がないもの、または 1 台、もしくは 2 台付いているものがあります。
また、バリエーションによっては Measuring Interface Analog または
Measuring Interface Digital が IONIC Titrator に組み込まれている場合
があります。

10.1  環境条件

公称機能範囲 +5 ～ +40 °C 相対湿度最高 80%に
おいて、無結露

保管 +5 ～ +45 °C 相対湿度最高 80%に
おいて、無結露

使用高さ/圧力範囲 最高 海抜 3,000 m /
最小 700 mbar

 

過電圧等級 II  

汚染レベル 2  

10.2  電源

外部電源装置 6.02164.020 Metrohm 付属品から
入力    

定格電圧範囲 100 ～ 240 VAC (± 10%)  

周波数範囲 50 ～ 60 Hz (± 3%)  

電流 最大 1.5 A  

出口    

定格電圧 24 VDC  

電流 最大 5 A  

電力供給 最大 120 W  

装置    

https://www.metrohm.com/produkte/zubehoer.html
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入口    

定格電圧 24 VDC  

消費電力 ≤ 30 W IONIC Titrator および
Dosino Module

最大 120 W 接続されている MDL
装置に応じて

バッテリー    

ボタン電池    

定格電圧 3 V  

タイプ リチウム二酸化マンガン  

サイズ CR2032 ユーザーによる交換
禁止

保護    

内部ヒューズ 2.0 ATH ユーザーによる交換
禁止

USB コネクタ    

定格電圧 5 VDC (± 5%)  

電流    

USB タイプ A 最大 500 mA チャンネルごとの最
大出力電流

USB タイプ C 最大 1.5 A 最大出力電流

MDL コネクタ    

定格電圧 24 VDC  

電流 最大 2 A チャンネルごとの最
大出力電流
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10.3  寸法と重量

寸法    

幅 265 mm サポートスタンドな
し

282 mm サポートスタンドあ
り

高さ 142 mm スタンドロッドなし
424 mm スタンドロッドあり

奥行 322 mm  

重量 4.6 kg 付属品および電源装
置なし

10.4  ハウジング

材質    

上部 PBT/PC ポリブチレンテレフ
タレート/ポリカーボ
ネート

後部パネル 1.4301 ステンレススチール、
ポリッシュ仕上げ

床 1.0330 (DC01+ZE25/25APC) スチール、塗装仕上げ
カバーガラス ソーダ石灰ガラス 化学強化
保護カバー PET-A  

IP 保護等級 IP 20  
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10.5  仕様 コネクタ
10.5.1  IONIC Titrator – コネクタの仕様
Power    

ソケット KPJX-4S-S 丸型プラグ、4 極

LAN ローカルネットワーク  

タイプ ギガビットイーサネット  

ソケット RJ-45 被覆された
ケーブルタイプ 最小 F/FTP 被覆された
ケーブル長 最大 10 m Metrohm 付属品から

USB ユニバーサルシリアルバ
ス（Universal Serial Bus）

 

Hi-Speed USB (USB 2.0)   コネクタ 2 個
ソケット USB タイプ A 被覆された
ケーブルタイプ   被覆された
ケーブル長 最大 5 m Metrohm 付属品から

USB 5 Gbps (USB 3.2 Gen 1)   フロントパネル
ソケット USB タイプ C 被覆された
ケーブルタイプ   被覆された
ケーブル長 最大 2 m Metrohm 付属品から

MDL Metrohm Device Link コネクタ 4 個
ソケット   丸型プラグ 6 極、サイ

ズ 1

dTrode   デジタル電極のコネ
クタ

ソケット   丸型プラグ 6 極、
サイズ 0、60°

測定チャンネル 最大 2 ユーザーによる交換
禁止

https://www.metrohm.com/produkte/zubehoer.html
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10.5.2  Measuring Interface Analog – コネクタの仕様
Measuring Interface Analog 6.05803.100 Metrohm 付属品から

INPUT 1    

ソケット   丸型プラグ 7 極、
サイズ 0、45°

ポテンショメータ用 pH、ISE、Redox 電位電極用の測定口
温度 温度 自動温度補正のため

の Pt1000 または NTC
タイプの温度センサ
ー用の電極インプッ
ト口

偏光子 偏光子 分極性電極用の測定
口

インプット 2    

ソケット   丸型プラグ 7 極、
サイズ 0、45°

ポテンショメータ用 pH、ISE、Redox 電位電極用の測定口
温度 温度 自動温度補正のため

の Pt1000 または NTC
タイプの温度センサ
ー用の電極インプッ
ト口

REF   参照ポテンシャル
ソケット 2 mm  

（インプット 1 - インプット 2） pH、ISE、Redox 電位差測定による偏
差測定、REF に関して

10.5.3  Measuring Interface Digital – コネクタの仕様
Measuring Interface Digital 6.05803.120 Metrohm 付属品から

ソケット   丸型プラグ 6 極、
サイズ 0、60°

dTrode   デジタル電極のコネ
クタ

https://www.metrohm.com/produkte/zubehoer.html
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10.6  仕様 ディスプレイ

ディスプレイ    

タイプ TFT LCD  

サイズ 10.1 " 対角線
解像度 1280 × 800 ピクセル

ステータス表示 LED マルチカラー式

10.7  仕様 操作

タッチパネル    

タイプ マルチタッチ 静電容量

保護カバー 6.02712.010 Metrohm 付属品から
薬液耐性   エタノール、メタノー

ル、水

ボタン   on/off

10.8  仕様 測定

電位差測定    

測定範囲 –2400 ～ +2400 mV  

–13 ～ +20 pH  

分解能 1.56 µV  

0.001 pH  

測定の正確さ ± 0.5 mV –2000 mV ～ +2000 mV
の測定範囲で

± 0.003 pH  

入力抵抗 ≥ 1*1012 Ω  

オフセット電流 ≤ ± 1*10–12 A  

温度    
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Pt1000    

測定範囲 –150 ～ +250 °C  

測定分解能 約 0.002 °C  

測定の正確さ ± 0.4 °C –20.0 ～ +150.0 °C の
測定範囲で

NTC 30 kΩ R (25 °C) = 30000 Ω、
B25/100 = 3964

 

測定範囲 –5 ～ +250 °C  

測定分解能 約 0.002 °C  

測定の正確さ ± 0.6 °C +10.0 ～ +40.0 °C の
測定範囲で

偏光子    

Ipol DC    

分極電流 –200.0 … +200.0 µA 0.5 µA 毎に設定可能
測定範囲 –2400 ～ 2400 mV  

測定分解能 0.1 mV  

Ipol AC    

分極電流 5、10、20、30 µA 実効値
測定範囲 0～+1,700 mV 実効値
測定分解能 0.1 mV  

周波数 10 Hz  

Upol DC    

分極電圧 –2000 ～ +2000 mV 5 mV 毎に設定可能
測定範囲 –200.0 … +200.0 µA  

測定分解能 0.01 µA  

電位差測定による偏差測定    

測定範囲 –2400 ～ +2400 mV  

測定分解能 1.56 µV  

測定の正確さ ± 0.2 % 測定値
± 0.5 mV、
–2000 ～ +2000 mV の
測定範囲で
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コモンモード抑制 ≥ 60 dB  

偏光子の負荷    

Ipol    

負荷インピーダンス ± 10 µA の場
合

最大 240 kΩ  

負荷インピーダンス ± 50 µA の場
合

最大 48 kΩ  

負荷インピーダンス ± 100 µA の
場合

最大 24 kΩ  

Upol    

負荷インピーダンス ± 300 mV の
場合

最大 1.5 kΩ  

負荷インピーダンス ± 600 mV の
場合

最大 3 kΩ  

負荷インピーダンス ± 1000 mV
の場合

最大 5 kΩ  

測定の正確さ   センサーエラーなし、
標準状態、測定間隔
100 ms で、全ての測
定範囲に適用される

標準状態    

相対湿度 ≤ 60 %  

環境温度 25 °C (±3 °C)  

装置の状態   最低 30 分稼働

メモリ    

測定 > 100000 サンプルの種類に応
じて
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10.9  マグネチックスターラ – 仕様

マグネチックスターラ 最大 2 ユーザーによる交換
禁止

回転数設定範囲 +1 ～ +15 反時計回りの回転方
向

–1 ～ –15 時計回りの回転方向
1 段階ごとの回転数変化 120 rpm  

最大回転数 1800 rpm  

10.10  ワイヤレスデータ転送 – 仕様

WLAN    

標準 IEEE 802.11a/b/g/n/ac Wi-Fi® 4/5

周波数帯 2.4 GHz
(2412 ～ 2484 MHz)

国内規制によって異
なる

5 GHz (5180 ～ 5825 MHz) 国内規制によって異
なる

チャンネル帯域幅 20/40 MHz 2.4 GHz 帯
20/40/80 MHz 5 GHz 帯

作動モード クライアント/端末装置  

暗号化 WEP、WPA、WPA2、WPA3 パーソナルとエンタ
ープライズ

データ転送率 最大 433/866 Mbps (1x1
SISO/2x2 MIMO)

コンフィグレーショ
ンによって異なる

到達範囲 ≤ 50 m 屋内で見通しが確保
されている場合

Bluetooth®    

標準 Bluetooth Low Energy  

周波数帯 2.4 GHz
(2400 ～ 2480 MHz)

 

チャンネル帯域幅 2 MHz  

データ転送率 最大 1 Mbps  
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到達範囲 ≤ 10 m 屋内で見通しが確保
されている場合

携帯電話    

技術 LTE 4G  

カテゴリー Cat-1  

周波数帯    

周波数複信方式 1, 2, 3, 4, 5, 7, 8, 12, 13,
18, 19, 20, 26, 28, 66

国内規制によって異
なる

時間複信方式 38, 40, 41 国内規制によって異
なる

データ転送率 最大 10/5 Mbps (downlink/
uplink)

コンフィグレーショ
ンによって異なる

SIM カード Nano SIM (4FF) ユーザーによる交換
禁止

アンテナ    

数 3 内部
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